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課題

ある作品が登場したおかげで、それ以前の作品が古びて見えるということがある。時代のトレンドが
変わり、何かが更新されたということである。
同時期に発表された作品を選び、「その作品の特徴が、それ以前の作品にみられないものである、あ
るいは、新しいトレンドである」という形式の議論を展開しなさい。

【注意点】
その作品が登場する以前と比べて何が変わったのか、つまり、その作品の何が画期的なのかをわかり
やすく示すこと。別紙の参考例でいえば、「これらの作品によって、青春小説の特徴が、葛藤や自意
識を扱うものではなくなり、教室の外での行動を扱うものになった」ということである。
選ぶ作品は、商品、広告、ゲーム、建築、芸術作品、音楽、映画、文学など形態を問わない。また、
必ずしも最近の作品を扱わなくてもよいし、別紙の参考例のように複数作品を選んでもよいし、もし
可能ならそうするのが望ましい。

以下の手順で取り組むこと。

問１
取り扱う作品について、基本情報を書きなさい。作者、作品名、発表時期、作品概要など。多少の事
実誤認があっても構わないので、思い出せる限り情報を記載しなさい。

問２
その作品が、何をどのように更新したのかを論じなさい。
作品の基本情報は問１で示しているため、こちらで繰り返す必要はない（繰り返しても構わない）。

解答は、支給された解答用紙（表裏）に書くこと。
解答用紙に、回答を開始する行に「問１」「問２」などと明記すること。



以下に、文芸評論家である三宅香帆の評論を参考例として添付しておく。ただし、出題意図に合わせて全体
的に修正を加えた。

三宅香帆「更新される青春小説」

　最近、従来の青春小説を更新しようとする小説たちが生まれている。宮島未奈の『成瀬は天下を取りにい
く』（以下『成瀬』）は、設定だけ見ると王道の青春小説だ。滋賀県に生まれ育った成瀬あかりが、中２か
ら高３になるまでを描いた連作短編集である。本書の何が「青春小説」を更新しているのだろうか。それは
葛藤を「肯定しない」ところにある。

　『成瀬』と同様に、朝井リョウの『桐島、部活やめるってよ』（以下『桐島』）と比較してみよう。『桐
島』は、桐島の内面を描かないにもかかわらず、「部活をやめる」桐島が葛藤しているらしいことが伝わっ
てくる。当然、語り手の周囲の人間も葛藤している。

　一方、『成瀬』を読んでみると、成瀬はただ自分の面白いと思うことを淡々とやろうとするし、周囲も戸
惑いながら成瀬に乗っかってゆく。成瀬はたしかに変人だが変人であることにほとんど葛藤しないし、なに
よりも「自分のやりたいこと」が明瞭にわかっているキャラクターだ。だから悩まない。進路も、時間の使
い方も、やりたいことも。

　悩まない青春など青春ではない、と思われるだろうか。しかし、成瀬と友人たちの細やかで微笑ましい会
話を見ていると、むしろ「青春だからといって、自分のやりたいことや人間関係に悩んでいるとは限らない
よな」と感じさせられる。

　だが、「悩まない」ことが現代の青春小説のトレンドかというと、そういうわけでもない。2019年にポプ
ラ社小説新人賞を受賞して刊行された、夏木志朋の『二木先生』の主人公・田井中は、成瀬と同じく周囲か
ら浮いているのだが、そのことに悩み苦しんでいる。

　その葛藤をぶつけられるのが担任の二木先生であり、彼は田井中に対して「行動」を促すのだ。二木先生
は「自分の性格について葛藤するよりも、まずは自分の目指すべき方向に向かって手を動かせ」と伝える。
これまでの青春小説といえば、思春期に自分の内面と向き合う様子を描いてきた。その醍醐味と言える葛藤
や自意識をめぐる論点を扱いながらも、『二木先生』はそこから外れようともしている。

　今までの青春小説は、自分の性格や進路や人間関係に葛藤しながら、それでも周囲の人物と関わり合おう
とする過程に焦点を当てることが多かった。そして、それはあくまで教室や学校の中を舞台として繰り広げ
られたが、『成瀬』や『二木先生』を読んでいると、もはや青春とは教室の外へ出ること、「行動」するこ
とにあるのではないかと思わされる。

　教室で、自意識の檻の中で迷うことは、もはや青春ではない。その先に出て行動することこそが、現代の
青春なのだ。『成瀬』と『二木先生』は、「青春小説」といえば仲間や進路に悩む主人公を描いたものだと
いう考えを更新した傑作である。

『「話が面白い人」は何をどう読んでいるのか』（新潮新書）所収

参考例

別紙

移転準備室
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この問題は著作権法上の関係により、出典のみを記載しています。




